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② 日 本 生 殖 看 鶉 学 全 Ｎｏ ｒｇ Ｊ冒ｐ菖ｎ昌呂筍 Ｓｏｏ１ 帥 ｏ寸Ｆ目ｒｔｌｌｌｔｙ Ｎｕ【彗１ｎ昌 発 行 日 ２００呂 ５

目本 で自 己注射が詔可 吉れている代裏的 な藁剤

２ 目本に おける不妊治着と自己注射 の現状

１９舶 年 に 日 本 で 初め て 体 外 受 精 によ る 出 産 例 が 報 告 さ れ て か ら四 半 世 紀 が 経っ た 現在・ ＡＲＴ によ ｏ て
出

生 Ｌた 児 は ２００屯 年 ま で に 約 １７万 ５０００ 人 と な り ま し た凸 口 本 産 科 婦 人 科 学 会 の 報 告 によ る
と
・
ＡＲＴ は 年

間 呂７，
㎜ 周 期 以上 が実 施 さ れ て い ます １斉藤 ら．２００呂Ｌ

そ の ＡＲＴ に お ける 調 節卵 巣 刺 激 法 （ＣＯＳ〕 と して・

ゴナ ド トロ ピ ン 刺 激 法 は 最も 一 般 的 は 方 法 で す が、 治 療 を 受 け る 女 性
は ７ ｛ １５ Ｈ 間 注 射 の た め の通 院 を 強

い られ る こ と に な り ま す。 通 院 に 費 や す 時
間 や 費用 の負 桐、 勤 労

女 性 であ れ ば仕 事と 治 療 の 両立 な ど・ 通 院

の身体的及 び心理社会的負担は大きく、 その負担 を軽減するため・ 海外では白己注射が行われてい
ま 九 ゴ

ナ ドトロ ピ ン 製剤 の 自 己 注 射は、 欧 州 連 合、 米
国、 カナ ダ、 オ ー ス トラり ア な ど先 進 国 の 殆

どで 認め られ て

お 巧、 日 本 は
数 少 な い 認 め ら れて い ない 究 進 国で す １苛 原 ら．２００６Ｌ

しか Ｌ， Ｈ
本 で も 自 己注 射を 導 入 した い と、 安 全性 ω 検 討 や

医療 者・患 者 さ ん の 意 識調 査 等 がさ れて いま す。

苛 原 ら の 報 告 １２００６〕 で は、
尿 由 来 ゴナ ド トロ ピ ン 製剤 通 常 投 与 法 及 ぴ ゴナ ド ト日 ピ ン低 用 量 漸増 投 与 法 の

場 合、 自 己 注 射
群 に通 院 日 数 例 有意 な 減 少が 見ら れ た も の の・ 通 院注 射

群 と の 間 で 有 効 性 や 安全 性・ 注射 必

要 口 数 に差 はあ り ま せ ん で した。 ま た、 日
本ＩＶＦ ニ ュー ス 語 集 委 員 会 が実 施 し た 「卵 巣調 節 刺 激法 ⑳ 実態 及

び意 識 に 関 す る ア ン ケ ー ト調 杳」 に よ る と、 自 己注 射 を必 要
と 考 えて い る 施 設 は ５９・７％ あ り・ そ の

理 由と し

て は、
通 院 が 楽 （５１４％〕、

患 者 負 担 の 軽 減 （２３ 脇〕、 利 便 性
σ〕向 上 １１１，

５％〕 等 で Ｌ れ 既 に 自 已注 射 を 実

施 Ｌた 縄 験 を 有 する 施 設 も ２７６％存 在 して い ま Ｌ た し ｛久 快 ２００５〕・ 患 者 さ ん の
サイ トに 自 己注射 の 体 職 記

が記 載 さ れ て い る こと か らも、 自 己 注 射 ω 実施 が
決 して 珍 しく ない 事 実 で ある こ と を物 語っ て いま す。

３ 目本における自己注射 ω課岨

前述 の ア ンケ ー ト調 査 に よる と、 自 己注 射 が不 要
な 理 由 は・ＯＨＳＳ の リ スク （２０・２％

〕
・
管 理 が困 難 （１生６％〕・

白 己責 任 の 問 題や 事 故 の り スク （共 に ８．３％〕 な
ど、 白 己注 射 によ る 副 作 用 や 事 故

の発 生 した 蝪 合の 貢任 の所

在、 対
応 の あ り方、 リ ス ク の 増加 な ど

を懸 念 した も の で した （久 保・２００５
Ｌ 実 際・

ゴナ ドト ロ ピ ン製剤 の副

作 用 と して ＯＨＳＳ は 最も 重 要 です。 しか し 近 年・ ＣＯＳ も 技 術
的 な 改 良が な さ れ る と 共に・ ＯＨＳＳ に 対 する

危 険 性 の 認 知 度 も 向上 し、 早 期 発 見 ・ 早 期 治療
が徹 底 Ｌて き た た め・ 重 症 型 の ＯＨＳＳ の 頻 度

は 減 少 して きて

い ま す。 しか し、 ＯＨＳＳ の 発 生
を 完 全 に 抑 制す る こ と は不 可 能 で あ る こ と を ふ ま え・ よ り 徹 底 Ｌた 安 全 管 理・

すなわち緊急事態も含めた医療者側 の管理と患者自身のセルフケアが大切です、

ま た、 白 ら の か ら だ に 針
を 刺 す こと、 そ Ｌて

止 Ｌく 注 射 で きる だ ろう かと い っ た 注 射 手 技 に 対 する 患 者の

不 安 へ 切 対 応 も あ る で しょ う。 そ こ で １
・分 な情 報 提 供 の」トで の 意 思 決 定 へ例 丘 援と 対 象 者 の 特 性 に 応 じた 自

己注射指導が必要です。

４ 目本における今後の方向性

昨今⑭目本 生殖医学会及 び日 本産科婦 人科学会の猪表を見ても・ 自已注射の安全性と対象者の二一
ズを土

張 Ｌ た 演 題 は 増 え て きて い ま す。 ま た、 日 本
産 科 婦 人 科 学 会は・ 厚

生 労 働 大 臣 に 自 己注 射 の 保 険 収 載 を 要 望

す る 文 書 を 上 申 す る とと も に、 自 己注
射 ⑳ ガイ ドラ イ ン 作 成 に着 手 した そ う で す。 そ して・ 本学 会

は こ れ ま

でも看証系学 会等祉会保険連合 （看保連〕噌 に診療報酬に反映させる看証技術 とＬて不妊症外来指導料な ど

を 提 案 して き ま Ｌた が、 今 後 も 学 術 的 根 拠を 集 積す る 研
究 に 取 り 細 ん でい き た い と考 え て い ま す。

そ して、こ の 記 事
を 書 い て いる 時 に、新 し いニ ュ

ース が 飛 ぴ込 ん で きま し れ 日 本 オ ル ガノ ン社 製 の 「フ ォ

リ ス チ ム 注」 が診 療 報 酬 点 数の 在 宅 自 己 注 の 対象 と Ｌて 公 示 さ れ た と いう も の です。 そ こ で・ 日 本 オ ル
ガ ノ

ン社 広 報 損 当 の吉 村 氏 に お 話 を 伺 い ま Ｌ た。 今回 公 示 され た フ ±
リ ス チ ウム 注 カー トリ ッ ジ製 剤 は、 既 に 承

認 され て い る バイ ７ ル の剤 型 追 加 と Ｌ て、
２００７ 年 １１月 に２ 製 剤 （３００ 及 び６００ＩＵ〕 の 製 造 販 売 承 認が 得 ら れ

た そう です。 こ の注 射 液 剤
（カ ー トリ ッ ジ〕 η特 舐 は、 ①

パ イ ア ル よ り 浪度 が 高 い （８３３ＩＷ ｍＬ〕 た め、 注

射液量が少なくてす む 岐 下 親織ω侵襲が少ない〕・ ②専用のペ ン理注入器を用いるこ
と によっ て自己注射

が 容 易 であ る、 ③
ペ ン型 注 入 器 に 使用 さ れる 針 は ２９Ｇ と通 常 の 注 射 針よ り 細 い た め・ 刺

入時 の 疲痛 が 軽 減 さ



目 本 生 殖 看 護 学 会 Ｎｏ １９ Ｊａ口ａｎｅ；目 ＳＯｏ１ 的 ｏｆ Ｆｅｎｌｌ；ｔ｝ Ｎｕｒヨｌｎ呂 莞 行 目 ２００日一
５ ③

れ る， 繧二１ カ ー トり ツ
ジで 複 数 回 の 投 与 が可 能 であ る、 が あ げ ら れま す。 現在、 日 本 オ

ル ガノ ン 社 （７月 １

日 か ら は シ ェリ ン グ ・ プラ ウ 社 に 統 合 予 定〕 にて 発 売準 備中 です。

こ 的 販売 が可 能 に なれ ば、 白 己 注 射 を希
望 する 患 者 さ ん に、 不

宏 なく かつ 安 全 に 白 己注 射 が 実 施 で きる よ

う 指 導 す る 看 護 職 の いよ い よ 出 番 で す よ。

伐 献１
見藤睦∫他 佗ｏ０３〕 毒謹宇事典 １欄． ｌ１本着謹協会出

版会

斉塵英和他 蜆㎝剛 平戚把年睡倫理委員会 萱録・調在小 委委貝会報告 螂ｏｏ屯年分の体 外垂捕・胚移植 等の曲昧実

施 成 績 お よ ぴ１㎝畠年 ３ Ｈ に お け る 登 録 施 設 名〕 一 臼
産 蛸 誌． ６０

㈹
、
１呈珊一１呈冊

肝 原 毯 他 １２００刮 自 己 江 射 に よ る 卵 巣 刺 撤 の 実 現 に 向 け て 産 端 人 科 の 世 界． 弼 ㈹ ． 冊１－５鎚

久 保 春 梅 蜆Ｏ０５〕 性 腺 刺 激 ホ ル モ ン 製 剤 の 白 ’ 沖 射 の 可 能 性 ＭＥｄ１〔且１ 趾１帥 冊 Ｄ岨皇副． 茗１
１１ユ〕 ．

仙９■ 射

プ ロ グ ラ ム が で き ま Ｌた の で、 お 知 らせ しま す。
一 般 演 題 発 表 に ご登 録 く ださ っ た 皆 様、 事例 検 討 会州 の 事

例 を 提 倣 して く だ さ ｏ た 皆 様、 既 に 参加 申 し
込 み を Ｌて く だ さ っ た皆 様・ あ η が と う ご ざい ま Ｌた。 現 仏 企

１町委員 及 ぴ 実 行 委員 あ げて、 皆 様 に
ご消 足 い た だけ る学 術 集 会に しよ う と準 備 を 進 め て いま す。

明七 の 街 で お 会 い でき る の を 心 か らお 待 ち 中 Ｌ トげて おｉ〕ま す。

賄右同日本ヰ殖看護学会学術集会 長 野澤 美江子

■ 会蠣 ・ 会 珂

期 日 ．２００島 年 ７月 ２０ 日 （日〕 ９ ３０｛ １７ ３０

会 場 兵庫 県立 大 学 明万 キ ャ ン パス （〒 右７３一呂５跳 兵庫 県明 右市 北 王 戸町 ｉヨー７１〕

■プログラム

９ ３０－ｌｏｌｏｏ 会 長 講 演 「カ ッ プル ω 親密 さを 考 える 自 己表 出 を 促 進す る ケ ア を 目 指 して」

ル フ ケ ア

］ｏ：
わ る 意 思 決定

て い な い 夫 へ のア プロ ー チ

ｌ１ ス に 陥 っ た カ ッ プル ヘω 援助

’き な い 事例

１３
■

１３一 け る 継 続 支援

Ｍ ３０－１５１００
」 般演 題

（ポ ス ター〕

１５１３０－１７：３０ シ ン ポ ジウ ム 「カ ッ プル の 親密 さ と がん 医 療 に お ける サ バ イ バ ルの 現 状」

■書加申 Ｌ込み方法

郵 便 振 込 にて、 お 手 続 き く だ さ い。
な お、 事 前 申 し込 み は 縞 め切 り ま Ｌた。

く 学 術 集 会 参加 費 〉 会 員 ５５００ 円、 非 会貝 ６５００ 円、 学 生 〔大 学 院 生 ・研 修
生 は 除く〕 ２５００ 円

く振込先〉 郵便振替 Ｏ ０９２０－Ｏ－３２０２４６ 加入者名１第６回目本生殖看護 学会学術集会

■■例検肘会ω書加お申 し込み方法

喋轟羨ふ範



④ 日本生殖看竈掌会 癸行日 ２００８６

日本生殖看護学会 ／日本看護協会併催

第５回生殖看護実践セミナー

不 妊 治療 施 設 と 妊 娠・ 出 産 を管 理 す る 施 設 が 異 なる 場 侍も 多 い 現 在・ 不 妊 治 療 後 に妊 娠 ・ 出 睦 さ れ
る 方 々 を

ど の よう に 継 続 的 に 支 援 し て い け ばい い の で Ｌ上 う か凸 当 事者 の 方、
妊 娠 ・出 産 施 設 で勤 務 する 看護 師を 講 師

に 迎 え、
皆 様 と一 縮 に 考 え て い きた い と 思 い ま す凸

テ ーマ 『不妊治療後 に妊娠 した夫婦への継続 的支援』

■日 時】 平成 ２０ 年 ７ 月 １９ 日 １土〕 １３１ 珊 一 １５１３０

１場 所】 Ｈ本看 護協会神戸研修センクー 研修室１

（｝ 兵噂 県 立 人学 か ら 神 戸 研修 七 ンタ ー へ変 更 にな り ま Ｌ た・ ご注 意く だ さ い〕

Ｉ参加資格】 どなた でも参加できます

【参 加 費】 会員 無料 非学会員 ５００円

１プロ グラ ムｌ

１３ ３０ ～ 挨 拶 ・ オ リ エ ン テ ー シ ョ ン

１３ ４０山１４：ＯＯ 「不妊治療後に妊娠 Ｌた夫婦切経験と望む支 援」

１４ ００ ｛１４１２０ 「不 妊 治 療 施 設と 妊 娠 後 の 施設 と の 連 携」

１４ ２０ 山１４１４０ 休 憩

１４ ４０ ～ １５１ ００ 小 グ ル ー プ に よ る テ ィ ス カ ッ シ ョ ン

１５ ００ － １６－ ２０ 全 体 に よ る テ ィ ス カ ッ シ ョ ン

…
１６１２０ － １６：３０ ま と め、 研 修 会 の評 価

■会 場】 日本看誕協会神戸研修七ンター

〒 ６５１－Ｏ０７害

兵 庫 県 神 戸市 中 央 区脇 浜 海 岸通 １－ ５－ １

国 際 健 康 開 発セ ン ター ｝ 階

代 表 電 話 番 号 ：０７畠一２ヨＯ－３２５０咬蟻】ｌｌｌ㍑㌶ り
］Ｒ 補 戸 線 「二 宮 駅」 よｉ］タ ク シ ー ５ 分

【申込 方 法】 申 込 は 事 前 に、 「氏名、 所 属、 会員 ・
非 会員、 会員 番 号、 連 絡先 電話 番 号、 Ｆ＾Ｘ

番 号、

ア ドレ ス」 を 明 記の 上、 メ ー ルも Ｌく は Ｆ＾Ｘ で お 申 し 込 みく だ さ い凸

お 間 合せ ・ 申 Ｌ逸 み 先

口本生殖着謹学会 生殖看謹実践 セ…ナー担当 坂上

住所 埼玉県越谷市三野宮呂２０番地 埼玉県立大学保健医療福祉学部看謹学科内

電 話 ＆ Ｆ ＡＸ ０４８－９７ヨー４η ９

教育推進委 貝会では， 会員が
主催する 各地区の勉 強会

を 支援したい と考えて お巾ます。 勉強会を企画され てい

る 代 表 者 の 方 は、 開 催 日 時、 開 催 蝪 所、 テ ー マ 由 る い は

内 容、 連 絡 先 １ 住
所、 電 話 番 号、 Ｆ＾Ｘ 番 号、 メ

ー」レ ア

ドレ 則 等を 右の連路 先まで ご連締く ださ い一 よろ Ｌく

お 願い申 し上 げます。

教育推進委員会担当理事 森 恵美

教育推遭委目会押当用事

森 忠 美 ｍｏｎ＠∫颪ｏｕｌｔｙ、〔 肚 阯 叩

千葉大学看謹学部 母性看護学教育研究分野

〒２信Ｏ一脱 ７２ 千 葉 市 中 央 区 亥 見１一呂一１



目本生殖 看謹学会 ＮＯ１９ 」日Ｏ日ｎｅ…ｅ Ｓｏｏ１皇寸ｙ ｏｆ Ｆ畠ｒｔｌｌｌｔｙ Ｎ ｕｒ；ｌｎ筥 発行目 ２００８６ ⑤

｛
．函 理 事 会 諏 告

Ｈ 時 １２００呂年 ３月２２日‘土〕 １； ＯＯ，１石 ＯＯ

蝪 所 １聖蹄加 看謹大学 ５０６

出 席 理 事 １ 課削、 有 森， 野 駄 塩１尺。 福 田。 村 本、 長 岡、

■報告竈項】

１、
各委貝 会報告

１〕帽集 委貝会 学会誌の 進捗状況 （原堵１据、 費料 ：

２ 穎 の 斤 定〕 。

・〕広報委員会… 蹄 蝋 、１ 瓢 二
一１

３〕教育 委員 会 実践セミナ ー 「小妊 治療後に妊 娠し …

た 夫婦の鵠 続的支援」 ７月１目日 に開 ：

催 予定、 勉 強会の申 し込みが１ 朽の ：
た め、 見 送 ｏ．

４〕突股開晃委貝会１相 談メ ールな し。 認定ワォロー アノ …

プ 企 画 に つ い て、 認 定 悔 了 者 に ア ン ：

ケ ート調査を実 施。

５〕将来横討委貝会１ 平成１呂年度研 究助成 の報帖提 肌 平 …

成２０年 度の募集 ｛Ｐ 侃開始〕。

２． そ ω 他

１〕弗６ 回日本生殖 看謹学会学術集 会

Ｐ Ｒ 用 リ ー フ レ ッ ト２０００部 印 刷。 海 外 括 動、

学術菓 会帽報掲 載状 況等．
Ｈ Ｐ ω ソ フ ト が 不 安 定 の た め、 描 題 申 し 込 み ：

が正常 に事務局等に 配信 音れず。

２〕会 計 一 旅 費 の 千 蒜 き に つ い て 確 認。

ヨ〕塙 謹系 学会協讃 会７ンケー ト

ア ン ケ ー ト 回 答 の 件 に つ い て 報 杵。

引 看保連 事務局報 缶１

平成２０年 度 診療報 酬にお ける 主要改 定項 日に ：
つ い て 報 告。

「シン ポジウム 講横 会」 の冊 戸紹 介、

今接も魅続的に学術的な研究成果検討を本学 …

会 と Ｌ て も 実 施一

．
’函

嗜 邊事項】
１．
入 会 審 査１２名 の 入 会 承 認亡

２． フ ォ ロ ー ア ッ プ 研 修

・ 実 践 セ … ナ ー と 仰 抱 き 合 わ せ で 実 施．

Ｈ 程 一 ７ 月１９口 ｛土〕

・ 場 所 神Ｆ 研 修七 ンタ ー 幌 事会 は兵庫 県立 人学 …

に も ど る。 〕

３ 将来 横討委員 会
・ 助 成利用 促進 のため の 対策 本年 畦は、 人学 院牛

：

に 呼 び か け。
・２０年 度 の 研 究 助 成 応 募 ス ケ ジ ュ ー ル 承 認凸

４ 映画 の推薦俵 頼

・ 本 学 会 と し て の 推 鷹 は 見 合 わ せ、、

５ 学術 誌四〕投稿 規定の見直 Ｌ 栢菓委貝会よ Ｏ

・ 倫 理 的 配 慮 に つ い て 文 書 に よ る 承 諾 を 得 て い 左 い ．

こ とにつ いて 紙面 で の同意 書が 不要な 研究 ／質 ：

問 紙等〕 を除き、 文書での承諾 を俵頼。
・ 原 君 以 外 に 英 文 抄 録 を つ け 在 い、，

・修 正期間 １現在は１牛月〕 延長する方 向へ。

・ 頂 椙 の 別 刷 り 無 料 贈 呈。

６． 呈ｏ年 度 看 謹 実 践
七 ミ ナ ー

・ 場 所、 時 開、 参 加 智 に つ い て
検 討。

円 時 呈ＯＯ呂年 ５ 月 別 □ １土〕 ｌＯ’ＯＯ－１２’茗Ｏ

場 所 聖路加 看謹大学 ヨ０６

出 席 理 事 森 明、 右 森、 安 成 １野 澤 代 理〕 、 塩 択、 福 田、

村 本、 摘 水、 艮 岡、 小 川

１報告箏項】
１ 各委員会報告

１〕 朽 集委貝告

・論文投稿規定 傑〕 修正。
・ 査 読 プ ロ 七 ス １ｌ口１目 の 杳 読 撞 の 期 問 及 ぴ 再 憧

正 の 期 間 を 硅 岳。
・ 俵 頼 脱 稿 の 別 刷 ｏ は、 ヨｏ郎 進 呈。

・ 原 著 か ら 軸 告 に な っ た 堪 合 も 英 丈 抄 録 は 掲 載。

■ 学 会 発 表 培 へ の 投 稿 依 頼 文 を 作 成。

２〕 実艦開発委目会

・ 不 妊 症 看 誼 認 定 看 謹 師 フ ォ ロ ー ７ ツ プ セ … ナ ー

誰 帥 一 量 止氏’土医蓋培 切コ ミユニ ケｕ シヨン 的研 究者

申 Ｌ 込 み１石名一

呂 時 †か ら 受 付 依幅 い」・ｌｌｌ、 福 田、 久 保 島 が押 当〕 」
・ 耶 虹症看 謹 謁定 着謹 師１：間 する 調 査リー キ ン ゲゲ ルー プ

メ ン パ ー は 漉 部、 遣 蒔、 小」ｌｌの ３ 名 で 横 討。

３〕 広 報 委 員 会 Ｐ Ｒ｛一苛動 を 行 う 学 会 計 画。

４〕 将来検討委員 会
・ 研 究 勒 成 右 月１５日 蹄 切。 間 い 合 わ せ １ 件，

２ 件 ま で 右 の で、 広 く 会 募．
・ 大 学 院 の 桶 報 を ＝ ユ ー ス レ タ ー に 描 暇 予 定．

５ｊ 会 計 ７ 月 の 構 会 で の 会 計 朝 告 は 中 間 軸 告． 最 終

案は書面麓会での轟 凱

１〕 看保連の報告

・ 加 盟 団 体 帖、 ６０以 」、。 １９年 度 新 規 加 入 は ３ 出 体。

・ 決年度の括 劃報告 研究助成をｊニピ デンエ作 刷＝むけて実曲

⇒
’
の 而 で い ら れ た 止ｉ圭

、
を
」
。

・ 看 保 連 で は、 ど の よ う に 技 術 と Ｌ て 認 め て も ら

｛ か を 横 討 し て い く。
・ 詔 定 話 護 師 鼓 を 増 や Ｌ、 同 民 が 得 ら れ て い る 思

｛把 当 森■咀、
清 水
、
福 凹
、
長 岡〕

２〕 串６回口本牛殖看謹学会学術集会の進捗状況

１害鶉箏項１
１ 入会審査１路 の入会 承認。

会貝鼓 閉５刎 前回 の報告と の小一致があり確 臥

２ 総務幹事 聖路加 看霞大学君謹実 践開発研 究七ンケー専

任研究員 實崎美奈氏が承調、

・ 投 相 手 続 投 相 原 稿 の 悔１』

・ 第 ５ 巷 第 １ 号 に 掲 耐 原 稿 の 個 人 情 報 の 記 齪 班 ぴ

４ 不 妊 症 看 謹 認 定 者 謹 師 に 問 す る 調 査 ワ ー キ ン グ グ ル ー プ

学 会からは予 算ｉ土出昔在く てよい， 患君への古 査について 今僅横 討、

幽 Ｌセ…ナーと読けて開催す
る 場 合 は、 ｌＯ月 ３．４ 円 ｛七 … ナ ー 企 画 ＃

■当 燕曲 と 大 会

開 催 予 定 村 本 と で 日 時 を 決 定、 瑚 事 会 で 報 告〕 、

右 総会仰案内文

「収支訣慌巾問朝告」 とする。 「還挙昔璃委員の選出」 を挿入。

７ 描会萱押冊審謎

〒月３円に理事会を開催。 選挙管理番員の描 胤
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美草篶嘉議 誰撃蹴 螺騒鞍鶴
筆者 現在 の学部 散育の中で生 硝看護について 学習する 機会 はありますか

，また学生の反応 はいかがです か甲

森 学 部 で は ２ 年 次 必 修 科 目 で あ る 『ヒ ュ ー マ ン 七 ク シ ュ ア り テ イ』 で・ 「小 肝 を め ぐ る
ヰ と 刊 ・ い の ち」 と い う テ ー

マ で生殖医 療につい て２コマ学習 します邊 学十拓
入の苧ヰ は学部生と 比べ、

妊娠・出虚 や不英と いう 話題がよ
１〕

身 近に 感じ られる年齢 になって いるせ いか・ よｏ 関心 が高 い
と いう 印象 です・ ま た４年次

『家族発 連看 誕諸皿』

は選択科目 ですが、 ゼ ・形式で学固
しており・ 今年は学

生 叩 妊 への１蝿・しが高い
とのことで・ テ山マの

」つに 「牛

殖医療 を取り巻く 諸問題とケア のあｏカ」 が組まれま した１ 」の敦
年 間・ 不 鉦をめく

’る 租口〕研究 実践括動 が， デ

ヰ アで取 上 げられ たＯＬたこと も学生た ちの関心を高めて いるのでは ない
かと皿 います・ 尤い人 たちの関心 を集

め る う え で も、 社 会 に 向 け て 発 信 す る
こ と 例 車 盟 竹 を 感 じ て い ま す。

筆者 小 妊や看 謹につ いて大学 院牛 は どのよう な括動や研 究をしていますか
「

森 、 現 ｉ 在 籍 し て い る 学 生 は、 自 分 の 研 究 テ ー マ や 問
心 に 堆 づ い て・ 小

妊 の 白 助 グ ル ー プ ω 活 動 の ひ と つ で あ る、

女 雇とちの おし中べｏ 会に参加 したｏ、 睡昧助産 師へのイ
ンタ ピュー な どを行って います凸

筆者 私も院生時 代には、 咋 路加国暁病 院の
ヰ殖医療 センターで研 修しなが ら患者様にお話を 伺った１〕・ 看 護ケア の あ

喧 方につ いて勉強させ ていただ きました・ そう しているうち に・ 治療 巾の
女性 はさま ざまな出来事に 影智 されて

気持 ちが浮き沈み していること や、 代替
癖法な ど１

’
］分が良いと思うも のは梢植的に湘用 Ｌていること がわか一］た

の で、 そ れ ら を 研 究 テ ー マ に 締
ぴ 付 け て い き ま Ｌ た。 そ の ほ か に・ 牛 殖 看 謹 に１則

す る 涌 動 は 何 か あ Ｏ ま す か 甲

森 ・ 看 誼 実 践 開 発 研 究 セ ン タ ー の 市 民 向 け ク ラ ス に 「」レカ ｒウ イ メ ン
ズ ヘ ル ス ・ カ ワ ユ」 と い う 女 性 の か ら だ を テ ー

マ に語り合う 企画 が苗Ｏます、」 不妊 をテ
ーマにする 会もあ１］ますの で・ 関心の ある院

牛さ んにもぜ ひ協力Ｌ てい

た だ き た い で す ね。 今 年 ㌣ 速、
ウ ィ メ ン ズ ヘ ル ス 助 産 学 ト 級 斐 践 コ ー ス の 院 牛 が 小 虹 に 関 心 が 南 る の で、 櫨 会 が

あ れ ぱ 何 か さ せ て 欲 し い と い っ て く れ た ω は う れ Ｌ か っ た で す ね。

筆者・ 市民向けにも 括動の幟 会がある のですね・ 私は在籍１１
１に先生 方と一緒に 国際学会で発表 Ｌたり・ 研 究助成 告を狸

得 するな どた くさんの チャンス をいただき まＬた・ 研究
を進 めるにあ たっ ては指串教員以 外の先生中先輩 方か も

も た く さ ん の ア ド パ イ ス を い た だ き、 白 分 が や
１〕 た い と 思 う こ と・ 関 心 を 深 め た い

と 恩 う こ と に 関 す る 情 報 や リ

ソ ー ス に は こ と 欠 か な か っ た と 思 い ま す、 こ れ か ら も 多 く の こ と を 学
べ る 場 で あ っ て ほ し い と 思 い ま す。

文貴 長岡

く も っ と 知 り た い カ は コ チ ラ 〉

硯 蹄 加 符 護 人 学 ・ 人 学 院 ｈｔｔＰ一
〃 ｗ ｗ ｗ 呈１㎝ 且［ｌＰ・

一

聖 路 加 看 謹 人 学 担 相 看 謹 ・ 助 痒 学 研 究 室 ｈｔｔｐ μ ｐ１颪加 ｕｍ … Ｈ［］ｐノ趾ｔ官ｍ１；ノｉｎｄ砒 ｈｔｍ
ｌ

＃ 「ル カ ∫ ウ イ メ ン ズ ヘ ル ス ・ カ ワ ェ」 の 詳 細 や 卒 董 研 究 の テ ー マ， 犬 学 院 生 の 研
究 テ ー マ が 掲 祓 さ れ て い ま す。園 小さな報告ですが ・北海道より

神 谷 レ デ ィ ー ス ク リ ニ’， ク ／札 幌〕

２ 期’止 浅野 明 恵

札幌は、 ライラックが
散る時期となり、 過

ごしやすい初良が 飴まろうとしていま 札 福田さんからのパトンを唖けた２期

ヰの涜 野明 恵です。 いつも第１線で頑
張って おられる福田さんは・ 私たち認定看謹師のモデルと在ｏ・ 私

ｏ身も福田さんか

ら 刺 激 を 受 け、 勉 強 さ せ て い
た だ い て お‘］ ま す

広大な北 海道です が ＾爬丁 のほとんどが札幌で行われておＯ・ ４名いる認定看謹帥 のう
ち・ ３名 が札幌で活 動してい

ます

私どもωケリニ・〃 では５期生、 太田有美が 認定を
受 け白施設で２名と恵まれた現境で括動できていると思います亡 これ は

大 変心強いことで、 君 謹師 が‡催する不妊教
室の開催、 自己注 射を更に普

苗させるための企画を老茱するなど、 一人ではで

きなかったことが出来た１〕、 悩んだときに相談できたり
と志を同じく持つ看 護師の石在でお互 いが切蹉 琢磨して 実蹟できる

ようになりました。 対 外的には、 札幌市の 不鉦専門相
談センター仰立ち上げや・ 講師の依頼な ど認定看謹帥仰 認

知畦が北海

道でも少しずつ 高くなってきていると感じて います・ 勿語治療を受けるカ片にも同じで・「認定の
看 謹師 がいるんですよね」

といって受診され る方が増えてきています。 身近に専門性
をもった看邊師が存在するという患 者伽二一

ズを実 感しています。

北海道では、 啓藪 活動の
一 環として 「不 鉦に悩む方々のための公開識座」 を開催しており・ 今年は９月に

第６回日を開催

し ま す。 生 殖 医 療 に つ い て の 講 櫨 と 参 加 者
と 専 門 家 と の デ ィ ス カ ッ シ ョ ン の ２ 部 形 式 と し・ 毎 年 そ の 時

ヰ の ト ピ フ ク ス を 取

ｏ１＝げています。年々カップルで参加さ
れる方の割合が増え、参加 者

から出される質問の内容も高度なもωとなってきており，

拮 療に夫婦で取１〕組 む姿勢、 そして治 療に当事 者白身が
参加する意識が高くなっていることが伺われます。 このような患 者

の 気 持 ち に 応 え る た め、 看 謹 師 は、 チ ー ム ⑭ 中 で
り 一 ダ ー シ ッ プ を と■］ 企■呵 ・ 運 営 を 行 Ｏ て い ま す。 今 年 は、 コ メ ン テ ー 孕

一 に認定看 証師枠を 設けてみようと参画Ｌて います凸 北海道では・ 個々の施設・ 個人での
活動に留まっているのが現状 です・

こ の機 剣二他施設で活動している認定看謹師と交流を持ち・ 他の地域のように
勉強会の開催や・ 杜会への発

僧 のための 企

■刺 を 立 葉 し た い と 考 え て い ま す。 北 梅 道 に
お け る ネ フ ト ワ ー ク 作 り … こ れ が 租σ〕今 年 の テ ー マ で す。

さ て 次 に バ ト ン を 黒 ぐの は、 ５ 期
生、 蹉 島 由 美 子 さ ん で す。

大 阪 で の 活 動 報 告 を 楽 し み に し て お り ま す・ 葭 島 さ ん・
よ ろ

し く お 願 い い た Ｌ ま す。
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■一

も し不妊看護の現場で行き詰まったら・・

日本生殖看謹学会が相談にのります ■）
実 際 に 患 者 さ ん と 関 わ っ て いく 中 で、 「ｕ の 前 に いる こ の 患者 さ ん に どの よう に 対応 Ｌた ら い い ω だろ う ＝」

「一患者 さ ん と ゆっ く 呵 話 が出 来 る 環境 を 作 る た め に は どう し た ら い いの か 三」 な ど、
臨 床 の 現 場 で は シス テ ム

ヰ 看 護 観、 倫 理 観 な どの 中 で問 題 や ジ レ ンマ を 感 じる こと が あ る と 恩い ま す。

妻 践 開 発 委 員 会 で は、 こ のよ う な 様 々 な 間 題 に 直 面 した 時 に 直接 ご相 談 を お 受 け し、
よ ｏ よ い 不 妊 看 護 の方

向 性 を 一 縮 に 考 えて い き た い と 考 え て いま す凸 現 在・こ の シス テム は Ｈ 本生 殖 看 護 学 会 のホ ー ム ペ ー ジ（ｈｔｔｐ．
〃

」彗ｉｎｕ ｍｉｎ」ｐノ〕 か ら の み の ア ク セ ス と な り ま す。

会貝 の 皆 様 か ら の ご相 談 をお 待 ち して い ま す １ なお、 お 寄 せ い た だ いた ご相 談 の 中 に は、
同 じよ う な悩 み

を 持 つ 会 員 的 皆 様 の 参 考 に なる も の が 多 く 含 ま れ て いま す。 相 談 者 の 同 意を 頂い た 上、 相 談 後 １ 年 以 上 経 過 し

た 後、 相 談 さ れた 方 が特 定 で き な い 形 に 加 ⊥ し、 丁不 妊 肩 護 に 関 す る Ｑ ＆ ＾」 と し て、 ニ ュ ー ス レタ ー やホ ー

ム ペー ジに 順 次掲 載い た しま す。 どう ぞ ご ｒ章 下 さ い。

１鷲１１１１；１嘉；；、、、黒ズ、
母

◆ 相 談 さ れ る 幻 合 は…

日 本生 殖 君 謹 学 会ω ホ ー ム ペ ー ジ に ア クセ ス し、 専 用 の 「ご 相 談 内容 記 人 川 紙」 に 相 談 内 容を 出 来 る だけ 詳

細 に ご記 入 後、 送 信 Ｌ て く だ さい。 後ほ ど、 お 返 事を 送 らせ て いた だ きま す。

α アメ リカ で⑳一雌 不妊 治 躰＝ついて敦 えてく ださ い。

１ 不軒治療を 始めた ぱかり のご夫婦が敏年の 芦定で

１ 漉 米 さ れ ま す。 妻 は も と も と 無 月 経 が あ り、 排 卵 陣

一 害 を 指 摘 さ れ て い ま す ご夫 婦 と も、 ま だ体 外 受 精

■ は 考 え て い ま せ ん が、 挙 児 希 望 が 強 く、 ア メ リ カ 滞

■ 在 中 も 治 棲 を 継 続 Ｌた い とσ〕こ と で す。 こ れ か ら 基
■
本 検 査、 排卵 誘 発、 タ イ ミ ン グな ど行っ て い く こと

に なる と 思 い ま す。

１ 日 本 で 行 っ た 検 査 を も と に 治 療 の 締 続 が で き る

一 か、 治 療 費 に つ い て、 保 険 の 取 ｏ 扱 い に つ い て教 え

Ｉ て く だ さ い 。

Ｉ
＾ ： 不 妊 治 療 は、 Ｈ 本

と そ う 変 わ ら ない と 思 わ れま
■
す。 は っ き Ｏ Ｌて いる の は 不 必 要 なこ と は や 弓 ない

一
と い う 姿 勢 が あ る こ と で Ｌ ⊥ う。 従っ て、 日 本よ Ｏ

ｌ ス テ ッ プア ッ プが か な 呵早 い で す。 も し、 日 本 で検

■ 杳 や 治 療 を 行 っ て い る の で あ れ ぱ、 英 文 で紹 介 状壱

■ 書 い て も らっ た 方 が 良 い で しょう。 しか Ｌ、 デー タ

ー な ど が あ り 説 明 で き る の で あ れ ぱ、 そ の ま ま の 受 診

一
でも 良 い と 思 い ま す。

保険については日 本のような医療 保険制度はあり

ま せ ん た だ、 Ｈ 本 例保 険 （生 命 保 険 な と
占の 不 妊 治

療 を カ パ ー Ｌて い る よ う な も の〕 が使 え る 場 合 も あ ■

るよ う で、 事 前に 保 険 会社 に 確 認 す る 必 要 が あ ｏ ま ．

す。 治 療 費は 一 般 的 に日 本 よ り 高 め と 考 え て く ださ 一

い （日 本 の 約 ３ 倍〕。
一

こ の 患 者 様の 場 合 は
、 排 卵

瞳 害 が あ る と の こ と で
１

す ω で、 ホ ルモ ン 検 査を 行 い、
排 卵 購 害 の 治 療 か ら

人る と す れ ぱ、 □ 本 と 同 じよ う に タ イ ミ ン グ 指 導 か １

ら と い う こ と に な る と 思 い ま す が、 ３， ４ 周 期 で ス ■

テッ プ ア ッ プを 考 え る こ と が 劣 い そ う で す。 ど ち ら ■

かと 言 う と、 西 海 岸 の 方 硅 ラ パ ロ を ま ず 行 い、 東 海
■

岸 の 方 は ホ ルモ ン値 重 視 のよ う です。
■

こω回 答は、 国際医療技術研究所の荒木重雄先生
一

に ご協 力 を 頂い て 作 成 しま した。

言葉 の 壁 等 も あ 呵 ま す の で、 で き ま した ら □ 本 人 一
の 医 師 の い る 病 院 に 行 か れる の も 良 い の では な い か Ｉ

と 思 わ れま す。 こ の よう な回 答 でよ ろ し かっ た で し １

よ う か。 ま た 疑 間 点 な どご ざい ま Ｌた ら どう ぞお 寄 ■

せ Ｆ さ い。
■



⑧１ 目本生 殖看請学会 発行日 ２００８日

国⑳
聖路 加看護 大学看 鍍実践開 発研究セ ンター

不 妊症看護認定看護 師教育 課程 ２００９年度の募集 について

２００島 は、１５ ω 生 が 入 し ま し た邊
箭 ω ニ ュ ー

ス レ タ ー で 目 程 の リ か あ ‘」ま し た ω で、雌
出ほ 期問 １２⑪ｏ呂年７月１４１１旧ト呈ｏｏ呂年７」ヨ１骨日Ｈ」消印毛 劫

ぼ咬目程 １２００昌年 洲 ３０日］」 筆 記試験

９月 １川川 血接 試験

誤程閨 始１呈ｏ０９年ｏ月 １口

躁程 膿了：２０１０年２月 盟口

， 竈 人 口 ’１日培

聰 帽 先 １詳細はホー ムページ

募集要項螂送希望 の方は封筒 に ＾４判返僧用封筒 ／別Ｏ

円 切 丁 貼 付、 コ ー ヌ 名
「不 鉦 症 眉 謹」、 住 所、 氏 培 明 記〕

を 同 封 し， 下 記 へ 詰 求
し て く だ さ い。

東豆都１１映１貞築地３一呂一 ５ 聖路加看護 大学２号館

毛謹実践 開発研先七 ンケー 認定看謹師 教育課程事 務係

⑧ 報告書ｒ代理懐胎 榊 とする 撒 助 聯の課題」公表
このた び、 日本学 術会

議 生殖補肋医療 の在１〕カ 横討委員会がま とめた報省 詳 「代瑚 傭胎を中 心とする牛殖補助 医療の

課題一社 会的合意 に向けて 一」 ｛平成２０年’月 呂１ｎ

ら１］本学 術会識会 長に俵 頼された審讃 締果をま とめ

く、 試 行
と Ｌ て 実 施 す る 道 を 残 し て い ま す］ ぜ ひ、

松 表され ました、 この 報告書は、 法務
人臣及ぴ厚生労固 大臣 か

た のです 捉言に』：る と、 代理懐胎
を 全血的に禁 止す るので はな

’
記 仰 資 科 を ご 覧 に な っ て く だ さ い．

□ 本 ヰ 殖 看 護 学 会 へ の お 問 い 合 わ せ、 会 員 に 伝 え た い 情
報， ニ ュ ー ス レ ケ ー に 関 す る

ご 希 望 ・ ご 意 昆 な ど が あ ｏ ま

Ｌ た ら、
Ｆ ＾ Ｘ 〔０３一肥 １伍一 肥畠Ｏ〕 も Ｌ く は、

Ｆ一血 別１ １」昌１ｎ岨 昌
１ｍ 颪［」ｐ〕 で、

お 気 軽 に ご 知 ら せ ｒ き い 一

ニ ュ ー ス レ ケ ー ’〕送 付 は， 安 価 な 運 送 会 杜
を 利 用 し て い ま す 郵 送 と 通 い、 転１－１ Ｌ て い る 場 合、 転 送 す る

こ と が で

き ま せ ん一 従 っ て、 怖 所 ・ 氏 名 ・ 所 属
等 の 変 更 が あ る 方 は、 速 や か に

ご 連 絡 ｝ さ いｉ

お圭１■］合いの 方をせひ□ 本牛殖看 護学会へ由誘い下 さい。 入会希望の方 がいらり Ｌ牛 い
ま Ｌたら、 入会案内を お送

り し ま す 呵 で、 お 名 前、
ご 連 締 先 を お 知 ら せ 下 さ い ］

ｌ１本牛殖看謹 学 会ホーム ページ 帖 岬 〃］昔ｉ血ｕｍｉｎｊｐノ〕 を適 宜吏新して い
ます ぜひ新 しい惰 報を ご活用 ドさい凸

重 要 錦 の納入を 棚 いします
会費の納 入はお 満みで しょう かラ

「平肚１９年度 会費」は、乎成１９年９月１ Ｈ一平
成２０年呂月ヨ１円 までの諦活動に伴う会 費です。ま だお済みで ない方は、

補人を よろしくお 願いします。 な お、 第 引・川 本
牛殖石設 学会 学術集会で 発表 ／共同研究 者含む〕 を 予定されて いる

会 員 の 皆 様 は、 特 に 納 入 を お ｝
め に ■「

■８債田

砿幸目委貿 野澤美肛子、塩沢直美、 林はる 弘 安
成智子〕

目本生殖看記学会

Ｊ咀口割ｎｅ昌Ｅ Ｓｏ〔
ヨ帥 ｝ ｏ

正 Ｆ 町ｔ１ｉｔｙ Ｎ ｕｒ副ｎｇ
１ ］ＳＦ Ｎ

〒 ｌ０４－ｏ０４４ 東京 都 申 央 区 明 石 町１０－１

聖艦加看護人学 内

Ｅ－ｍ 丑ｉｌ ｊ昔ｉｎ ＠吾１〔ｎ』ｏｊｐ（当 面、こ の ア ド レ ス
を 使 用〕 ≡


